
日
本
に
お
い
て
、
脊
髄
麻
酔
施
行
時
、
窄
刺
部
位
の
決
定
に
利
用

さ
れ
る
所
謂
〃
ヤ
コ
ビ
ー
線
″
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
も

ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
コ
、
ソ
ビ
エ
ト
、
中
共
で
も
全
く
そ
の
存
在
は
知

ら
れ
て
い
な
い
。
同
様
な
線
は
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
で
は
〃
ツ
ー

フ
イ
エ
ー
の
線
″
と
し
て
一
部
に
知
ら
れ
て
い
る
。

で
は
一
体
ど
う
し
て
、
欧
米
で
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
〃
ヤ
コ
ビ

ー
線
″
が
日
本
で
普
及
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
邦
で
最
初
に
脊
麻
を
施
行
し
た
の
は
、
北
川
乙
次
郎
で
あ
っ
た

が
、
北
川
の
報
告
に
は
〃
ヤ
コ
ビ
ー
線
刈
の
名
称
は
披
見
さ
れ
な

い
。
同
年
の
吉
田
顕
三
の
報
告
に
も
、
同
様
な
線
を
穿
刺
の
目
安
に

し
て
い
る
が
、
何
ら
名
称
を
与
え
て
い
な
い
。

そ
の
後
の
文
献
に
も
し
ば
ら
く
の
間
〃
ヤ
コ
ビ
ー
線
″
の
名
称
は

見
ら
れ
ず
、
初
見
す
る
の
は
、
明
治
四
○
年
に
発
表
さ
れ
た
木
田
栄

日
本
の
脊
髄
麻
酔
の
歴
史

ｌ
と
く
に
ヤ
コ
ビ
ー
線
に
関
連
し
て
Ｉ

松
木
明
知

の
「
緒
方
病
院
に
於
ケ
ル
び
－
る
氏
脊
髄
麻
酔
法
ノ
実
験
」
（
東
京

医
学
会
雑
誌
一
二
、
七
二
四
、
明
四
○
）
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
後
の
文
献
に
は
、
憲
８
耳
の
他
に
意
８
厘
と
か

意
。
：
と
が
あ
っ
て
一
定
し
な
い
。

わ
が
国
が
範
を
採
っ
た
ド
イ
ツ
で
は
全
く
〃
ヤ
コ
ビ
ー
線
〃
は
知

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
著
者
は
ヤ
コ
ビ
ー
は
あ
る
い
は
ア
メ
リ

カ
の
医
師
と
考
え
、
種
々
探
索
し
た
結
果
、
〃
ヤ
コ
ビ
ー
線
″
の
原

典
は
、
一
八
九
五
年
十
二
月
二
十
八
日
、
翌
一
月
四
日
に
Ｚ
の
ミ

電
。
鼻
冨
①
ｇ
８
こ
。
匡
冒
匙
に
発
表
さ
れ
た
⑦
８
侭
の
葛
．
百
８
ｇ
Ｓ

震
伊
匡
日
冨
司
冒
邑
只
昌
⑦
具
呂
富
国
。
冒
○
ほ
め
層
８
》
》
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

こ
の
中
で
内
科
医
の
ヤ
コ
ビ
ー
は
、
両
側
腸
骨
櫛
の
最
高
点
を
結

ぶ
線
は
、
第
四
腰
椎
体
の
中
心
を
通
る
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
穿
刺

部
位
を
決
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
ヤ
コ
ビ
ー
の
論
文
を
日
本
の
だ
れ
か
が
引
用
紹
介
し
、
以
来

〃
ヤ
コ
ビ
ー
線
″
の
名
称
が
日
本
で
普
及
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
弘
前
大
学
医
学
部
麻
酔
科
）

221 (127）


